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全 体 研 究 主 題

一人一人の児童が意欲的に学習 し
,社 会生活の意味について自分な りの見方 ・考え方を

深めるための指導の工夫
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今年度よ り実施 された新教育課程 は,生 涯学習の基礎を培 うという観点 に立 ち,21世 紀

を 目指 し,社 会の変化に主体的に対応できる心豊かな人間の育成を図ることをね らい とし

ている。 「自 ら進んで考え,判 断 し,自 信を もって表現 したり行動 したりで きる創造的な

1
資質や能力の育成」が強 く教育に求 められている。児童が社会の一員 として行動 し実践 し

てい くことがで きるようになるためには,社 会生活の意味 について自分なりの見方 ・考え

方を深めることが必要である。一人一人の児童の興味 ・関心に根 ざし,個 の学習を成立 さ

せ るために,教 師はどのように児童の学習を支援 していけばよいのか明 らかに したいと考1

え,上 記の研究主題を設定 した。研究の推進にあたって は,各 学年ごとに分科会を構成 し

分科会研究主題を設定して,授 業実践を通 して主題の究明に努めた。i

1
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㍊ 膿 雛婁灘 Σ_三 灘:嗣
1研 究主 題設 定 の理 由

中学年の社会科では,生 活科の中で具体的な活動や体験を通 して身につけて きた身近な地

域社会に対す る興味や関心をどのように発展 させ るかが課題 とな って くる。また,児 童に,

自分 も地域社会の一員として生活 しているという実感を もたせ,地 域 を愛する心 を育て ると

ともに,地 域 に積極的にかかわ っていこうとす る態度を育てていくことが必要である。

そのためには,中 学年の社会科では,児 童が具体的活動や体験を通 して自分とのかかわ り

で地域社会の生活をとらえ,地 域社会の生活に自ら課題を持ち,そ の課題を追究 し続けるこ

とのできる学習を展開 していくことが重要であると考え,本 主題を設定 した。

ll研 究 の ね ら い

一人一人の児童が
,地 域社会の生活を自分とのかかわ りで とらえ,意 欲的に追究 していく

ための具体的な活動や体験,お よび教師の援助(支 援)の 在 り方を明 らかにする。

lll研 究 の 仮 説

fl)児 童 は,具 体的な活動や体験を通 した報告会や情報交換 などの報告活動を くり返す ことに

よって,自 分と地域社会 とのかかわりに気付 き,意 欲的 に追究す ることがで きるであろ う。

② 教師が一人一人の児童の見方 ・考え方を生かす援助(支 援)を,児 童の調べたり表現 した

りす る活動 に即 して行 うことで,児 童は意欲的に追究 してい くことができるであろ う。

iv研 究 内容 と方法

児童 は具体的活動や体験的活動を通 じて調べた ことを知 らせたいとい う願いを もっている。

自分で得た情報や事実を発表することで得 た喜 びは,新 たな追究の原動力を引 き出す ことが

で きる。加えて,児 童が個々に調べて得た情報や事実を交流 し合 うことで,新 しい情報を得

ることがで き問題解決をさらに進あることができる。 こうした追究の段階の活動 としての報

告活動 は,追 究意欲を高めるために有効であると考え,報 告活動の方法の工夫を試みた。

1.追 究意欲を高めるための報告活動の工夫

q)学 習過程の工夫 追究の段階の工夫を重点 とす る。

① 学習過程の明確化を図る。

社会的事象との出会い→問題 に気付 く→問題を明 らかにする→解決への計画を立て る→

追究す る→ まとめる→深める(生 活に生かす),と いう学習過程を構想す る。
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②

〔灘 墜の工夫欝 繍 る 学習問題→調べる→報告活動ユ

(2)学 習活動の工夫 交流するL報 告一調べる一新たな問題

① 具体的活動や体験の工夫を図 る。 〈繰 り返 しなが ら学習を進める〉

ア.共 通基盤 と しての具体的活動や体験 を行 う。(共 通の体験など)

イ.問 題解決(追 究)の ための具体的活動や体験 を設定す る。(個 別の体験など)

② 具体的活動や体験を通 した報告活動を行 う。

ア.報 告活動の特徴

・繰 り返 しで きる。 ・表現す る場が多 くなり表現技術が高 まる。

・新 しい知識や調べ方を子 ども同士で交流す ることができる。

・子 ども同士で相互評価することがで きる。 ・気軽に言える。

・地域や地域の人々を今 まで以上に知 ることができる。

イ.報 告活動の内容

・調べ方 ・目的 ・予想 ・発見 ・驚 き ・感想 ・意見 ・今後の見通 し 等

2.報 告活動の方法(望 ま しい報告活動)

具体的活動や体験を通 して明 らかにな った ことを もとに,報 告す る側 と聞 く側が関連を も

って話 し合い,多 様で多面的な考え方を出 し合えるよ うにする。報告者は提案者 と しての役

割を果たす ことにな り,聞 き手はア ドバイザーともなる。

(報告す る側)

・具体的活動や体験を通 して調べ

たことや自分の考えたことを聞 く

側 に分か りやす く表現する。

(聞 く側)

・自分の調べた こととの関連で聞 くことがで きる。

・全体の問題 との関連で聞 くことがで きる。

・新 しい情報が得 られ るとともに提供者 にもな る。

〈話 合 い 〉

・自分 の調べ た ことを もとに意 見が言 え る。(「 同 じ」,「付 け足 し」,「反対 ゴ

「ま とめ ると」,「っ ま り」,「さ らに」,「例え ば 」,「違 って 」,「次 に」等)

・多様 で多面 的 な考 えがで る。 ・新 しい問題 が明 らか にな る。

・広 が る ・多面 的 にな る

(児童の思考の変容)

・確かあ合 う ・参考に し合 う ・納得す る

3



3.追 究意欲を高めるための報告活動への援助(支 援)・ 評価

{1)援 助(支 援)の 方向

○出会いの段階で,共 通体験を通 して大まかな方向性を もった学習問題を もて るようにす る。

○調べ方や報告の仕方などの学習の方法が学べ るよ うにする。

○共通基盤 としての具体的活動や体験を もとに自分なりの考えをもて るようにす る。

○観察 ・調査活動で明 らかになった ことを表現方法を工夫 して報告で きるよ うにする。

○全体の問題 との関連で報告 した り,聞 いた りで きるようにする。

O自 分が観察 ・調査活動で明 らかに した ことと対比 して報告が聞けるよ うに し,意 見 ・質問

・情報の三っのカー ドを活用 し主体的に学習 に参加で きるよ うにす る。

○新たな問題を整理 し,継 続的に取 り組めるよ うにす る。

○児童の観察 ・調査活動で明 らかにな ったことを事前に把握 し,報 告する側 と聞 く側が関連

を もって話 し合えるようにす る。

(2)評 価の視点

○必要な情報を収集 し,整 理することがで きたか。

○ 自分が調べた ことをもとに,表 現方法を工夫 し報告す ることがで きたか。

○報告を もとに話 し合い,自 分な りの考えを もっ ことがで きたか。

○報告活動を通 して新たな問題を見っけ,調 べ ることがで きたか。

V実 践 事 例

1単 元名3年 「わた したちの くらしと商店や商店がい」(18時 間)

2単 元の目標

(1)自 分たちの町を中心 とした地域の商店や商店街の様子 にっいて調べ,地 域の人々は,品 質

や価格などを考えて店を選んだ り,品 物を購入 した りしていることや,商 店 や商店街では,

お客が買 い物を しやすいように販売にっいて工夫 していることを理解する。また,自 分たち

の地域は消費生活を通 じて広 く国内外の地域 とも結びついて いることにも気付 く。

(2)家 の人の買い物や商店 ・商店街の販売の様子 にっいて,観 察 した り調べた りしたことを学

級で報告する活動を通 して,消 費者の考えやそれに こたえ る売 る側の工夫について理解を深

め るとともに,新 たな課題を見い出 して追究す る意欲を もつ。

(3)品 質や価格などについての消費者の願いや商店 ・商店街の工夫を 自分の消費生活と結び付

け,よ りよい消費者 として行動で きる。
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3.指 導計画

時致 主 な 学 習 活 動

第1時 共 通の 買 い物 体験 か ら、値 段や品物 にっ いて気 が付い た ことを話 し合 う.(共 通基 盤作 り)

第2・3時 買い物 調べ の結 果 を表 や絵 地図 にま とめ て、気 が付 いた ことを話 し合 う。

第4時 家 の人 の 買い物 の仕方 や工 夫に ついて報告 し合 い、家 の人 の考え を吹 き出 しに ま とめ る.

第5時 商店 では 買い物 をす る人 のため に どの よ うな工 夫 を して いるのか話 し合 う。 〔学習 問題 作 り)

第6時 学 習 問題 を解決 す る方 法 にっ いて話 し合 い、商 店街 にあ る八百屋 を見学 す る計画 を立 てる.

第7・8時 八百屋 を見学 し、 わか った ことや感想 を話 し合 う.{共 通 の活動 や体験 に よる共通 基盤 作 り)

第9・lo時 他の店 で も販売 の工 夫 を して いるのか グル ープ ごとに調べ 、 まとめ る。

第11～15時 買 い物 をす る人の ため に、商店 や商店 街が して いる販売 の工夫 にっ いて、報告 会を する。

{報 告会 を繰 り返 す)

第16時 商店 や商 店街 の販 売が 買い物 をす る人 の願 い とどの ように結 びつ い てい るのか話 し合 う。

第17時 品 物 な どに よ る自分 たちの地域 と他地 域 とのつ なが りについ て話 し合 う.

第is時 買 い物 をす る人 の願 いに こたえて商店 や商店 街 では様 々な販売 の工夫 を している こ とを 自分 な

りの 作品 に ま とめ る.

本時の指導(12/17時)

(1)ね らい グループで調べてきたことを報告したり、聞いたり、話し合ったりすることを通して、商店の販売の工夫やそこで買い

物をする人の考えについて理解を深め、さらに調べてみようとする意欲をもつことができる。

(2)本 時の展開

授 業 の 流 れ

○本日の授業の流れを知る。

酒屋グループの報口

店の様子、品物の並べ方

についてTPで 報告するa

t

l

l

i

鰺鍛
1

どうして品物 を種類別に

並べているのか話し合う。

1

酒屋グループ

店の販売の仕方について

TPで 報告する。

ー
ワ

置
尋

ε

報 告 の 内 容 ◎…さらに渤 たい船

0い つ、どこで,ど のように調べたのかを発表する。

店の様子、品物の並べ方についての 口
・どこに何が置いてあるか

・買い得品は店の前にお く

・出入り口が2つ ある

◎種類陽llに並べてある
・店の様子、品物の並ぺ方にっいての感想

「 予想 され る他の グル ープの報告 一一一_一一1

i撫磁一
○予想される話 し合いの内容
・お客さんに見やすいように

・取 りやす く、買いやすいように

店の販売の仕方についての報口
・社長を入れて12人 店員がいる。

・朝10時 ～夜10時 まで宮業している

◎普通の日は600人 、土曜日は1000人

お客さんが来る
・販売の仕方について調べた感想

・'一'_カ ーO言 平 佃 五

05WIHを おさえて発表できるよう

にする。

○品物を種類別に並べていることをお

さえて報告できるようにする。

◎TPを 使って店の様子を聞き手に

分か りやすく報告できたか。

○品物を種類別に並べていることに注

目させ、他のグループでも関連 した

ことがあったら報告するよう助言す

る。

Oお 客に見やすく取りやすいように品

物を種類別に並べていることを店の

販売の工夫としてとらえられたか。

一5
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1

i驚薦
L___._______」

畢

どうして土曜日は普通の

日よりお客が多いのか話

し合う。

1

酒屋グルーブ

サービスについてTPで

報告する。

i

量

匹鷹 醐
1

1

1

サービスでスタンプを出

していることの意味やど

こが出しているのか話 し

合う。

t

酒屋グループ

品物のことについてTP

で報告する。

t

塵編醜
量

酒屋グループ

自分たちとお店の人のや

りとりやお店の人とお客

さんのや りとりなどをペ
ーブサートを使って報告

する。

0酒 屋 グループに もっと聞 きた

い こと、感 想、教 えてあげた

い ことをカ ー ドに書 く。

薩i饗鐵遮二]
○予想される話し合いの内容
・土曜日に広告を出しているからではないか

・土曜日に人を集めるための工夫をしているからで

はないか

サービスについての報口
・安いものや買い得品は前に置 く

・土曜日は安くする

◎サーピススタンプを出している
・市場より安くしている

・サービスの仕方について調べだ感想

「 予想される他のグループの報告 一一 一一1

灘塾1
○予想される話し合いの内容
・一つの店だけでなく、何件かの店で出している
・どうしてスタンプを出すのか

・どこがやっているのだろう

拮物にっいての報口

O西 部市場、問屋から仕入れる

・週3回 、市場へ行 く
・お酒は届けてくれる

慮鑓讐]
.一ブサ ー トの内容

・お客さん の数

・品物はどこから来るのか

・工夫していること

・この店に来る理由(お 客さん)

・店の人とお客さんのや りとり

○意 見、質問 、ア ドバイ スをカー ドに記入す る。

○土曜日が普通の日に比べてお客さん

が多いことに注目させ、それについ

て関連したことを調べてきたグルー

プに報告するよう助言する。

○土曜日にお客が多いことや安売 して

いることから、商店街が協力して行

っている歩行者天国や大安売りへ目

が向くよう話 し合いを整理する。

◎どうして土曜日にお客が多いのか調

べる新たな課題がっかめたか。

◎サービスについて分かりやすく報告

し、自分の感想なども伝えられた

か。

Oサ ービスとしてスタンプを出してい

ることに注目させ、関連したことを

調べたグループには報告するよう助

言する。

◎他のグループも関連して報告ができ

たか。

O一 つの店だけでなくいくつもの店が

同 じスタンプを出していることか

ら、いろいろな店の協力に気付 くよ

うにさせる。

◎サービススタンブ(商 店街としての

販売の工夫)に ついて調べていく課

題がもてたか。

O西 部市場のある練馬区を地図で確認

し、他区から品物が来ていることに

気付 くようにする。

O品 物が、杉並区だけでなく他の区や

県などから来ていることに気付 くよ

うにさせる。

0こ の店にしかないものをお客さんが

買いに来ていることから、店力喀 の

必要にこたえていることや態度で客

に親切にしていることに気付くよう

にする。

(3)評 価

①報告会で友達の発表を聞いたり、話 し合いに参加することにより、商店の販売の工夫や買う人の工夫についての考え方が広がっ

たり、深 まったか。

②さらに調べてみようとする意欲をもつことができたか。
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V本 時 の 考 察

本時の報告会では,1時 間に1グ ループだけの報告であ った。 この点 は改善すべ き課題で

あるが,児 童は最後 まで集中 して,意 欲的に取 り組む ことができた。

その理由と して,ま ず,今 回の報告会が 「八百屋の見学」に続 き,二 回 目であ ったため報

告会に慣れていた ことが考え られ る。それは,一 一人一人が学習問題をっかみ報告会の方向性

を しっか りもっとい う共通基盤がで きていたこと,さ らに,報 告す る側の報告の内容 ・方法

・形式などがよ く工夫 されていたと同時に児童の動きに も無駄がな くスムーズであ った こと,

そ して,聞 く側 も,自 分たちの調べたことや,経 験 したことなどを もとに,疑 問点を質問 し

たり,共 通 した内容を報告 した りす るなど,関 連を もって話 し合えたことなどか らとらえる

ことができる。二番目の理由として,聞 く側の児童に対 して教師が効果的な援助(支 援)を 行

うことがで きていた ことである。 まず,報 告活動 に関連 のあることや,も っと調べてほ しい

ことなどの意見の交流が活発にで きるように事前に一

人一人の追究の実態を十分に把握 していた点である。

さらに,板 書計画に不十分な点 はあ ったものの,重 要

な内容は意図的に取 り上げ,全 体の場に広げた り,わ

か りにくい内容 は解説や補足を した りす ることにより,

思考の整理 を行 ったことである。 これ らの ことによっ

て新たな課題をっかむ ことがで きた と考え る。

Vl研 究 の ま とめ と 今 後 の 課 題

学習活動の追究す る段階で,具 体的な活動や体験を通 じた報告活動を繰 り返 し設定 し,こ

れを徐 々に積みか さねることで,児 童 は学習の手順がわかるようになった。 また,学 び方が

身にっいてきたために,学 習の見通 しを もち,自 分なりの考えで追究方法を確立することが

で きた。報告活動では,自 分の調べたことを皆に知 らせたいとい う児童の願 いを果た し,気

軽に皆の前で発表 し,話 し合えるよ うにした。児童は,友 達 に認め られた喜びが新たな追究

の原動力 となり,自 信を持 って次の課題へ と取 り組めるようにな って きた。

報告活動を成立 させ るためには,児 童のそれまでの活動や体験の質 ・量 に違いがあるので

出会いの段階での共通体験の場を設定することが大切である。 また,報 告活動は,「 ごみの

ゆ くえ」 「商店街」など自分自身で繰 り返 し調査で きる地域学習で特に効果的である。今後

の課題 としては,報 告活動をより効果的にするために,報 告活動の形態の在 り方や,年 間指

導計画のどの単元での活用がより効果的であるかを明 らかに してい くことである。
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一一一 研 究 主 題 第5学 年分科会

一人一人の児童が
,産 業や国土の様子について

自ら問題をもって追究 してい くことができる指導の工夫

1研 究 主題 設定 の理 由

これか らの子供たちが,21世 紀の社会をた くま しく心豊かに生 きていくためには,社 会生

活の各方面で直面するであろう大 きく急速な変化に対 して,主 体的に対応 し,様 々な生活上の

問題を自分 自身の考え と判断で解決 して いく力が必要であ る。

そこで,こ れか らの学校教育においては,上 記の時代的な要請 を受けて,ど ち らかというと

画一的で固定的な知識を一方的に伝達 しがちであった従来の教育の在 り方を大 きく転換 してい

くことが強 く求め られている。

その新 しい教育の在 り方を児童像で表すとすれば,「 一人一人の児童が,… …… 自ら問題を

もって追究 していくことができる姿」となるであろう。

それは,「 個の学習が成立 した姿」とも言える。具体的には,一 人一入の児童が,教 師の適

切な支援や児童相互の学び合いの活動を通 して,自 己の内発的欲求 に基づき,し か も価値のあ

る学習問題を把握 し,自 分 に適 した方法で追究 ・表現す ることによ り,社 会的認識を深め,問

題解決の成就感 ・満足感を体得することがで きた ときの姿 と言え るだろ う。

私たちは,第5学 年の産業や国土の様子の学習を通 して,児 童一人一人が,自 ら問題意識を

もち,そ れを自分の問題 として意欲的に追究 してい くことがで きるような指導の工夫を研究す

ることが大切であると考え,主 題を上記のように設定 した。

ll研 究 の ね ら い

児童一人一人の問題意識を大切に しなが ら意欲的に学習問題を追究 させ るためには,調 べる

段階における学習活動をどのよ うに工夫 した らよいのかを明 らかにす る。

lll研 究 の 仮 説

児童一人一人の問題意識の変容を重視 しなが ら,調 べる段階で,児 童相互の追究方法や追究

内容に関す る学び合いの活動を設定すれば,児 童 は意欲的に学習問題を追究す ることができる

であろ う。
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lV研 究 の 内 容 と方 法

社会的事象に対す る児童一人一入の興味 ・関心を大切 にす ることが個の学習の出発点 となる。

しか し,個 の学習を成立 させ るには,そ れだけにとどま らず,問 題意識を高めてい くことや一

人一人の追究が一面的なものにならないよ うにす ることが重要である。 そのためには,児 童が

他の見方にふれて広 く深 く学習することが望ま しい。

そ こで,「 個による問題追究 において,児 童相互がかかわ り合いなが ら解決 してい くこと」

を 「学び合いの活動」ととらえ,調 べ る段階で取 り入れ ることに した。

1,多 様な学び合 いの活動(※ 図 は,学 び合 いの活動の一例を示す)

つ

か

む

学習問題をもっ

A児B児C児

000

・ね らいにせ まるような教材の提示

・問題意識を生か した個の学習問題

調 ○⇔ ○<1

〈

～

○⇔

1

0

〈

べ

る

○⇔ ○⇔ ○

/]

ま

と 自分なりの見方 ・考え方

め を作品を通 して表現す る

る

(個 または課題別 グループによる調べ学習)

⇔…小集団による学 び合 いの活動

【いっ】 ・追究途中の児童同士で学び合 う

・問題を解決 した児童同士で学び合 う

【だれが】 ・同 じ問題を調べている児童同士で学 び合う

・異な る問題 を調べている児童同士で学び合 う

【何を】 ・追究方法を学び合 う

・追究 している内容を学び合 う

ロ …全員での学 び合 いの活動

・一人一人が調べたことを発表す る

・一人一人が調べたことの中で矛盾 したことを取 り上げる

・問題意識を深める教材を教師が提示す る

く]…教師の支援

・自分な りの表現で まとめる
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2.学 び合いの活動の方法

(1}児 童の見学 ・調査項 目一覧表を作成 し,追 究の方法がわか らない児童,資 料が見っか らな

い児童へ,同 じ学習問題の児童 に相談 に行 くよ う促す。

② 見学 ・調査項 目一覧表を掲示 して,友 達の学習問題を知 り,学 び合いの活動に役立てる。

{3)伝 言板に自分の疑問を掲示 して,ク ラスに投げかけ相互に学び合えるようにする。

3.学 び合いの活動の効果

・情報交換 したり話 し合 ったりすることで,問 題意識が広がったり深 まった りする。

・追究の仕方を学び合 うことにより,解 決の方法がわかる。

・一人では思い もよ らない考えが生まれた り,発 見があ っセ りする。

・自分の考えが他児童の考えによってゆさぶ られ,新 たな追究意欲が生まれる。

・自分の追究 と他児童の追究 との関連性を考えることで多面的な見方がで きるようになり,

社会的事象を深 く理解できるようにな る。

V実 践 事 例

1小 集団による学び台いの活動の例(「 自動車工業で働 く人々」)

本単元における小集団による学 び合 いの活動を分類 ・整理す ると以下のよ うにな る。

(1}追 究途中の児童同士で学 び合った例

・生産工程を調べている児童が,同 じライン上に左右のハ ンドル車があ ることに疑問をもち

同 じことに疑問を もった児童 と協力 して調べ,そ の結果外国に も輸 出していることに気付

き,外 国のニーズにも応 じる工夫であ ることがわか った。

(2)問 題を解決 した児童同士で学 び合 った例

・最近の車のデザイ ンにっいて調べた児童と,昔 と今の車のデザインの移 り変わ りを調べ た

児童が学 び合 うことによ り,そ の時代時代の人の好みに合わせて車のデザインが決められ

ているという考えに確信を もつ ことがで きた。

・生産工程について調べた児童 と販売について調べた児童の学び合いによ り,販 売 と生産工

程には 「ジャス トインタイム」を通 してむだのない生産が行われていることをっかむ こと

がで きた。

(3)同 じ問題を調べて いる児童同士で学 び合 った例

・値段の決め方につ いて調べている児童が,同 じことを調べ を している児童 と資料を交換 し

たり,イ ンタビューの様子を教え合 った りして 自分たちの追究をふ くらませた。
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(4)異 な る問題を調べている児童同士で学び合 った例

・生産工程 を調べている児童 と車のデザインを調べている児童 と値段 について調べている児

童の学び合いによ り,自 動車が買 う人の手 に届 くまでに,様 々な場で消費者のニーズに応

じようと工夫 ・努力されていることがわかった。

C【 「自動車に貼 ってある紙には,ど んな部品を取 り付けるか書いてあるんだ って。工場で

働いている人 は,あ の紙を見なが ら仕事を しているそうだよ。」

C2「 うん。メーターで も,針 が動 くの もあればデジタル式の もあるんだ。色だって,好 き

な色 にして くれるんだよ。」

c3「 どんな部品が付いているかによ って,同 じ種類の 自動車で も値段が違 うそうだよ。」

C2「 お客 さんが注文す るときに,カ タログを見なが らどんな 自動車にす るか決め られるん

だ。」

c,「 買 う人の好みに合 うように,自 動車を作 っているんだね。」

・値段の決め方を調べている児童が,調 べてい く中で 自動車の種類や名前についてわか った

ことがあ ったので,自 動車の種類にっいて調べている児童に教えた。

(5)追 究方法を学び合 った例

・色にっいて調べている児童が,自 動車の販売店でイ ンタ ビューを して解決する方法がある

ことを学んだ。

・値段の決め方を調べている児童が,教 科書や資料集だけでな く別な資料か ら調べてい く方

法があることを学んだ。

C1「 値段の決 め方を調べているんだけど,ど こにも出ていないの。」

C2「 広告や力タログに出ているわよ。」

C3「 それ じゃ,値 段はわかって も決め方はわか らないよ。」

C4「 私 も同 じことを調べているんだけど,資 料が見っか らなかったの。だから,自 動車販

売店の人や家の人に聞 くことに したの。」

C1「 そうね。自動車販売店の人に聞 きに行けば 教えて もらえるか もしれないわね。一緒

に行かない?」

C{「 ええ,い いわよ。一緒 に自動車販売店の人に聞 きに行きましょう。」

㈲ 追究 している内容を学び合 った例

・安全な自動車を作 る工夫にっ いて調べている児童が,自 分の調べていることの他にも安全

のため工夫があることを学んだ。

一11一



2全 員での学び合いの活動の例

調べ活動 において小集団による学び合いの活動により,児 童の見方 ・考え方 は広 まってゆ く。

しか し,い つで も多面的に見ることがで きるとは限 らない。そこで,児 童の調べた結果か ら全

体の場で相互に関連付けて考える場面が必要になることがあ る。そのような場合に,全 体での

学 び合いの活動を設定 し,児 童の見方 ・考え方を広めた り深めた りす るようにした。

{1)一 人一人が調べたことを発表 した例(「 自動車工業で働 く人々」)

一人一人が発表の中に資料の見取 りなどを質問として取 り入れ,聞 いている児童 との間に

学 び合いの活動を行 った。

Cl「教科書○○ページの資料を見て下 さい。 これは,何 という資料ですか。」

Cl「豊田市の工場の配置図です。」

iC、r豊 田市には工場 は12あ りますが,東 京に も〔□□の工場はあると思いますか。」

c3「 あ るん じゃな い。だ って,□ □ □ の車 を売 って る と ころが あ るんだ か ら。 」

C1「 僕 も最 初 はそ う思 ったんだ けれ ど,実 はこの豊 田市 だ けだ ったので す。 」

「なぜ 豊 田市 だ け に しか ないので しょうか。 そ こで,そ の ことにっ いて調 べ ま した。 」

このよ うに,発 表す る側 と聞 く側のやりとりによって,情 報 を得たり調べ方を学んだ りす

ることがで きた。例えば この場面のC3児 は,消 費者 と販売の関係を工場とのっなが りという

視点まで広げ ることがで きた。

(2}一 人一人が調べたことの中で矛盾 した ことを取 り上げた例(「 日本の漁業と漁場」)

本単元では,全 員での学 び合いの活動を 「一人一人が調べたことの中で矛盾 したことを取

り上げて話 し合 う」場 として位置付けることに した。前時までに個で追究 した学習問題の中

か ら漁業 に携わる人の数 は減 って きているという結果と漁獲量は増えているという矛盾す る

結果に注 目させ,全 体の話 し合いを行い,問 題意識を深め させ ることに した。

具体的には次のような展開があ った。

lCl(自 分の調べた ことを発表 した後)「 働 いている人がだんだん減 って きていることが
I

lわ か りま した・ 」

(働 く人が減 ってきていることについて予想 し話 し合 う)

TrOOさ んが調べて くれたグラフを見てみ ると,漁 獲量は減 っていないね。働 く人は

減 っているのに,漁 獲量が増えているのはどうしてかな。」

C2「 働 く人が減 って も,た くさん魚が取れるように頑張 っているん じゃないかな。」

このような話 し合いか ら,働 く人の工夫や問題点を学習問題 として調べ ることとなった
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(3)問 題意識を深める教材を教師が提示 した例(「 わた したちの くらしと通信業」)

っかむ段階において,日 常生活における電話の使われ方を考え,更 に電話のっなが る仕組

みを予想 した後,調 べ る段階で電話会社の見学をす ることを前提に追究課題(見 学の視点)

を設定 した。この場合ほとんどの児童 は 「電話はどうっなが るのか」 「ファックスはどのよ

うにして文字を送 っているのか」といった電話の仕組みや,「 電話会社ではどのような仕事

を しているのか」 「電話会社 は全国にどれだけの支店を もち,ど れだけの人が働いているの

か」等の電話会社の組織に関することをその課題 とした。

そこで見学のまとめを した後,教 師か ら 「電話が使えな くな ったらどうなるか」 とい う疑

問を投げかけ,S区 での通信ケーブル火災に関する教材を提示 した。現場の写真,火 災の概

要や被害を報 じる新聞記事がその主な ものであるが,そ こには児童が予想 していなか った銀

行や郵便局,証 券会社 などの名前が頻繁に出てきた。 この学習か ら 「電話通信は他の産業で

どのよ うに使 われ,ど んな影響を与えているのか」 「オ ンライ ンとは」等,通 信 と他産業や

日常生活 とのかかわ りにも目を向け,調 べ るようになった。

Vl研 究 の ま と め と今 後 の 課 題

1.調 べ る段階に,多 様な形の 「学び合いの活動」を設定す ることによ り,児 童一人一人の問

題意識を生か した調査活動を発展 させていくことがで きた。そ して,調 査を行いなが ら自分

な りの見方 ・考え方 を深めていくことがで きた。

2.「 学び合いの活動」の前提 として,調 べる段階 は,個 または課題別 グループによる学習を

基本 と した。 この ことは,児 童の問題意識を大切にす る上で も有効であ った。

3.「 学 び合いの活動」の具体的な方法を明 らかにす ることにより,一 人一人の児童に,そ の

時の状況に応 じた柔軟な対応がで きるようにな った。 この ことは,一 人一人の児童の問題意

識を大切にす る上で も有効であった。

4.つ かむ段階においては,児 童にとって身近で,主 体的な学習ができるような教材を提示す

るように した。 この ことにより,調 べ る段階での個 またはグループによる調べ学習を,ね ら

いに沿 ったもの とすることがで きた。そ して,「 学び合いの活動」の効果 も高あ ることにつ

なが った。

5.個 または課題別 グループによる調べ学習の中で有効な 「学 び合いの活動」をさせ るために

は教師の指導助言,支 援が大切である。本研究において もその重要性を再認識 させ られた。

教師の指導助言,支 援は,児 童の興味関心 や一人一人の優れた面 を伸ばすよ うな ものでなけ

ればな らない。具体的にはどのようにあればよいのか,今 後の課題と したい。
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第6学 年A分 科会

一人一人の児童が,歴 史的事象を自分の見方 ・考え方で追究する指導と援助の工夫

1研 究主 題設 定 の理 由

今 日の社会では,様 々な情報が氾濫 し価値観 も多様化 している。 このような社会において

は,児 童一人一人に社会的事象について自ら考え る力 ・判断す る力を身に付けさせ ることが

重要である。歴史学習において も,単 に知識の習得にとどまらず,歴 史上の人物の働 きや生

き方 などにその児童なりの理解を深め,我 が国の歴史や伝統を大切にす る心情を育てること

が大切である。そ こで,本 分科会では,一 一人一人の児童が,自 ら歴史的事象にっいて自分の

見方 ・考え方を深め ることがで きるよ うに したいと考えた。その際 教師の支援や援助の在

り方が重要であると考え,教 師の指導 と援助 に焦点化 し,上 記の研究主題を設定 した。

ll研 究 の ね ら い

歴史的事象にっいて自分の考えを表現 し,相 互 に認あ合いなが ら,自 分の見方 ・考え方を

見直 した り広げたり深めた りするための指導 と援助(支 援)の 在 り方を明 らかにする。

lll研 究 の 仮 説 話 合 い と 援 助 の エ 夫

教師が一人一人への働

きかけを工夫 して,話 合

いを構成すれば,児 童は

自分の見方 ・考え方を見

直 したり広げた り深めた

りして歴史的事象を追究

す ることができる。

IV研 究 の 内容 と方 法

1研 究の内容

児童が歴史的事象に対

す る見方 ・考え方を深め

ることは,自 分の考えを

見直す,修 正する,自 分

の考えに自信を持っ,考

自
分

霧

← 発 言

← ノー ト

← 資 料

← ワー ク シー ト b
状に座
況よ席
のる表
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言舌
合

構 し、
の

え ←作品 等 撮習 成
薗

b b
相互啓発一 記 録
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児童 児童 助 言

A集 団への働きかけB
合
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資料提示

座席表

形簸 ・運宮

1
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し
た
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えが変わるということであるととらえた。それには,話 合 いが,有 効な活動であると考え,

本分科会で は,「 話合い」に研究を焦点化 した。 「話合い」の効果をまとめ ると以下 の3点

が挙げられ る。

○知恵を出 し合い,協 力 して,問 題解決ができる。

○一人一人の児童が歴史的事象に対す る見方や考え方 を拡充 し,深 化 させ ることができる。

○ 自分 とは違 った歴史的事象に対する考えや意見があることが分か り,他 者に対す る理解が

深 まる。

そ こで,「 話合 い」を活発にさせるための教師の援助の在 り方を考えた。

(1)「 話合 い」の前 における教師の指導や援助

○児童が研究す る教材を吟味 し選定す る。(適 時性 ・具体性 ・多面性 ・切実性など)

○児童一人一人の見方や考え方を見取 る。(作 品 ・ワークシー ト・発言 ・ノー トなどの分析)

○話合いの構成を工夫する。(類 似 ・対立 したよ うな考えを もっ児童の把握,補 助資料 ・発

問 ・学習活動の準備)

(2)「 話合 い」の過程における教師の指導や援助

○話合いが進行 している時は,見 守 り,必 要 に応 じて働 きかける。

○必要に応 じて,学 級全体,個 別に援助 を行 う。(補 助資料,発 問,学 習活動の提示,指 示

や助言)

(3)「 話合い」の後における教師の指導や援助

○児童の考えの変容を見取る。(発 言 ・ノー ト・ワークシー ト・作品 ・座席表などの分析)

○意欲をもたせる肯定的な評価をする。例えば,教 師の受容的姿勢に加え,児 童相互 による

評価の場を設定す る。

○話合いにおける内容の深まりをまとめる。留意点と して,板 書の構成 と,ま とめる際の視

点の明確な指示などが考え られる。

2研 究の方法

観察対象児童 を決 めて,話 合いの前後で児童の見方 ・考え方の変容を見取 る。

○教師の観察や児童の 自己評価 ・作品か ら,友 達の考え方をどのように受け止めたのかを分

析す る。

○児童の見方 ・考え方の変容 と座席表 ・教材 ・発問 ・他の学習活動 とのかかわ りにつ いて分

析す る。
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V実 践 事 例

1.小 単元名6年 「織田信長 と天下の統一」(7時 間)

2.小 単元の目標 ①鉄砲伝来や天下統一,楽 市楽座に関心を もち進んで調べようとす る。

②信長の人柄や業績の意味を資料 との関連で考え ることがで きる。

③長篠の戦い等の資料か ら気が付いた ことを発表できる。

④信長が鉄砲を手に入れ,天 下の統一を有利に進めたことがわかる。

3.研 究主題 との関連

{1)話 合 い活動 によって見直 した り,広 が った りした考えの分析(5.第4時 の学習状況)

自分の考えや仮説に立 った話合いを設定 し,児 童の考えが変容 した要因を教材,話 合い,

教 師の働 きかけの視点で明 らかにする。

(2)人 物のイメージに対する変容の分析(6.話 合い活動 と児童の考えの変容)

天下統一の先駆けとな った信長の人柄や様 々な業績 ・歴史的事象を,話 合 い活動を通 じて

広い視野か ら追究させr時 代認識がで きるよ うに工夫 した。本実践で は特 に,信 長 という人

物のイメー ジを各時間 ごとに記述す るようにさせ,そ の変容を追 いなが らこの時代をどのよ

うに認識 してい ったかを把握 し,援 助 に生かすよ うに した。

4.指 導計画

時 数 主 な 学 習 内 容 主 な 教 材
援 助 活 動

全体に対して 個人に対 して

つか
む

第1時
憲 芒野 の意味を3人の武将籟 から考 範 糀 プ。湘

時聞の 保証.司 会 の
工 夫、 ノー ト筆記。

年表手順指導、必
要に応 じて指名。

調

べ

る

第2時 信長の肖像画か ら、人物像について考え、 自
会のイメージを持っ。

肖像画,領 土拡大地図
フロイスの信長観

グループの話合いの設
定、調べる時聞設定

資料読み取 りにつ
いて机聞指導。

第3時
慧魏 ρ戦を蹴 細 軍が虜ったわけを予 態 麟 力 ント) 誰囎壽亀講墜

個人的な助言指導

第4時 鉄砲の使用と、その使い方の工夫で騰利 した

ことを理解する。
合戦掛図
鉄砲の性能(プリント)

鹸砲と弓の性能比
較による揺さぶり

机聞指導による評価
と発表への意欲付け

第5時 信長の豊かな財力の秘密 を予想 し、調べる。
●

豊かな信長,楽 市楽座
(プリント)

鹸砲の価格への注目 資料の探し方、調
べ方に対する助言

まと
める

第6
7時

天下綾一への信長の働きについて自労の表現
したい方法でまとめる。

これまでの学習の寵録 パ ン7L,ト、新聞.レポ㌧ト

紙 芝居 、脚本 等
個性的な方法の援
助。

5.本 時の指導(4/7時)

(1)本 時の学習のね らい:織 田,徳 川の連合軍が武田軍に勝利 したわけを予想 し,資 料の活用

や,話 合いを通 して,鉄 砲の使い方の工夫による ものであることをっかむ。

(2)観 察対象児童A男 にっいてのプロフィール:通 常,授 業中の発言はあまり見 られないが,

ノー トにきちん とメモを取 りなが ら他人の意見をよく聞いている。思考力に優れ,自 分の興

味のあることには熱心 に取 り組む。資料の読み取 りの力に も優れている。
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(3)学 習の流れ と児童の思考の変容 本時の指導にあた り,前 時 までの学習状況か ら,次 の

二点を考慮 し,授 業

の中に話合いを設定

した。

まず,前 時 までの

児童の考えを把握 し,

考えを見直す もとに

なる資料2種 類 と確

かめのための資料を

準備 した。第二に,

話合いの場を設定 し,

〔第4時 における学習の流れ とA男 の思考の変容〕 観察対象児に対 して,

話合いにおける意図的な指名や,ノ ー トにまとめ る際の助言を含めた教師による支援活動を

取 り入れた。以下に,A男 の1時 間の思考の変容について簡単 に述べる。

① 「織田軍が どうも有利だ。」(自 己の考えの構成)

学習 連合軍はなぜ 当時の鉄砲に 鉄砲は勝利の ビデオで合 今日の学習
の流 武 田軍に腸っ た つい て弓と比べ 要因だっ たの だ 戦の様子を見 の まとめ

れ→ か 。 てみ よ う。 ろ うかP て み よ うO

・話 し合い ・火縄銃 と弓の ・火縄銃発射時 ・ビデオ資料 ・まとめ作 業

性能比較資料 聞の資料
・話合い ・話合 い

一 一一一一一
a

lA男 一 一 一 ☆ どのように ④まとめ1
の 一 鉄砲を使 って

聖

思考

1
到 幽Lを

視聴する。
つ機 謝
工夫したので9

嗣 一
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一■一 一 一 一 一 一 ・鰍 規 こi

変容 前時のK男 の発 S男 、H男 の発 1子 の発言 T子 の発言 の工夫が天下 奪

の 言 言 統一の基礎に

要因 【資 料 】 【資 料】 なったのだと

【話 合い】 【話 合い】 【話合 い】 【話 合い】 思 いま した。
亟
_1■ 鱒■1____一____

前時の学習ではr長 篠の合戦図』を見て どち らが有利かとい う予想 を行 った。 ここでA男

はK男 の 「火縄銃が多い」 という発言を聞 いて織田と徳川の連合軍が有利だ とい う予想を も

ち,本 時が開始されている。 このことか ら話合い活動 によって 自分の考えが もてた。

② 「まてよ。弓の方が鉄砲 より有利かな?」(自 己の考えの見直 し,変 更)

ここで は教師の提示 したr火 縄銃 と弓の性能比較』の資料を もとに,話 合いを行 った。話

合いでは 「やは り火縄銃が有利」 とす る考え と,「 有効射程か ら弓が有利」とす る両意見が

出 された。だまって聞いていたA男 は,後 者の意見と資料を もとに 「弓の方が有利 」とノー

トに記録 している。資料を もとに した話合いで,自 分の予想を見直 し,変 更 した場面である。

③ 「弓よ り火縄銃の方が,速 く発射で きるか ら有利なんだ!」(考 えの再修正 と理由づけ)

次に教師か らr火 縄銃の発射にかかる時間』に関する資料が出され,火 縄銃の発射にかか

る時間 と騎馬隊のスピー ドとの比較を もとに,話 合いがなされた。 ここで1子 か ら 「三段 で

分かれて連続 して撃てぱ,時 間が短 くて撃てる」とい う作戦に関す る意見が出された。 この

意見を聞いていたA男 は火縄銃 発射の工夫 という根拠を もとに織 田,徳 川の連合軍が有利 と

いう考えを もった。そ してその考えで ビデオで合戦の様子を確認 し,ま とめと して表中④の

ような意見を記述 して学習を終 えた。本時はA男 の考えが最 も揺 さぶ られた時間である。
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6.信 長に対す る人物像の変容

本実践で は,話 合い活動を随所に設定 し,児 童 の思

考の変容を探 った。 ここでは,特 に信長に対す る人物

像 と話合いについての感想を各時間記録させた。

この ことか ら,資 料や話合いが児童の人物イメージ

の変容に,次 のような観点で深 くかかわ りがあること

が分か った。

(1)新 たな自分の考えを持つ。

B男 は表中の第2時 における考えに見 られるように,

友人の発表か ら,「 プライ ドが高い」とか,「 戦力が

強い」 という考えをもっている。 ここでは,肖 像画や,

領地の拡大地図の資料をもとに話 し合 ってお り,こ れ

らは,友 人の意見の中か らB男 が,自 分の考え として

イメージしたものである。

② 自分の考 えを深め,よ り確かな ものとす る。

時 聞 B男 C男

①3人 の あともう一歩と言 光秀に負けてしま

比較年裏 う所で倒されてし って体を切って自

と天下餅 まったか ら、 もの 殺 した.

のうた すごくかわいそ う0

②勢力の 戦力が弧い.プ ラ 信長は占債地を増
拡大と信 イ ドが高 い.- や した.戦 いが好

長徹につ 轡な人.す ごい人
いて だと思った.

③長篠の 信長は頭がいい. 地図を比べて.す

合戦の様 ごく強い人という

子と勝敗 ことに気付きまし

の行方 た.

④長篠の 銃を集めたのもす 前 とORせてやっば

合戦勝利 こいし3人 で交代 り弛 くて鉄砲隊が

の秘密 で撃つと考えたの 交互で撃ったので

はもっ とす ごい ・ 有利だと気付いたO

⑤僧長の 税 が沢山入るよ 鍛山の開発と商人

経済政策 うにして金を手に の禄護で税を取り、

について いれてす ごい.信 その金で火縄銃を

長の事を尊敬した
0

手にいれた.

⑥⑦僧長 ものすごく頑がい 顔 を見ていると戦

の天下統 い人。戦いの仕方 争 とかや らない人
一への歩 や資金集めがちゃ に見えるけど地図

み ん とできる人 。 を見るとよくやる
a

第4時 のC男 の考えでは,前 時の最後に自分の考え 〔信長に対す るイメージの変容〕

として 「長篠の合戦 は,鉄 砲のある連合軍が有利 」との予想か ら始ま った。 ここで,資 料を

もとに話合 いがなされた結果,B男 は 「や っぱり信長は強い。鉄砲隊が交互に撃 ったので有

利」と自らの考 えをより確かな ものとした。

(3)自 分の考えを広げる。

児童は,話 合 いによ って幾つかの情報や意見を集約 し,自 分の考えに生かす変容が見 られ

た。例えば,第4時 のB男 は自分が資料か ら気づ いた 「三千の銃があった」 という事実 に合

わせて 「3人 が交代で撃つ」 とい う意見を合成 し,「 信長 はす ごい」とい う考えを もった。

また,信 長の強さや戦い好 きに着 目していたC男 は第5時 で,「 銀山開発や商人の保護政

策を進めて いた」 とい う内容を合わせて,そ の金で 「武器の調達や,戦 費 とした」 と考えた。

このことは,当 初 の自らの考えを拡大 していったと考えることがで きる。

(4}今 までの自分の学習 したことをまとめ,結 論に発展 させ る。

学習の最後にsB男 はそれまでの 「かわいそ う」 「プライ ドが高い」 「す ごい」 「尊敬 し

た」という各時間のイメージを基に,こ の時代の様子をグループで話合い,信 長が天下統一

のための基礎固めを していった事象と信長に対す る人物評を統合 し,新 聞にまとめた。
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VI研 究 の 成 果 と今 後 の 課 題

話合いを取 り入れた学習の成果 と今後の課題 として,以 下の4点 が挙 げられる。

1.教 師が支援者 に徹 し,話 合いを構成することにより,話 合いが活発になる。

十分な教材 ・資料の吟味と,座 席表による児童の反応分析に基づいて,話 合いの場の設定,

個人への指名や助言を積み重ねることによ って,話 合いが活発になった。

2.意 欲的な追究が展開される。

自分の考えが学級の中で認められた り,自 分 とは異なる考えを聞 き,知 識を再構成 したり

す る過程で,意 欲的に追究できるようにな った。

3.多 面的思考が促 され,事 実認識が深 まる。

話合いの中で,友 達の考えを知 ることによ り、様 々な考え方があることが分か り,歴 史的

事象の持つ意味が明確になった。実践例に も表れて いるよ うに 「騎馬隊 ・弓の方が有利 」と

考えていた児童が,話 合 いの中で,信 長の鉄砲の使い方 や戦い方の工夫を友達か ら聞 き,

「やはり鉄砲隊の方が有利」と考えが変わ り,鉄 砲の有効性 に着 目するよ うにな った。

4.話 合いの有効性を見取 る評価 にっいて研究を さらに深め,新 しい評価観に基づいた一人一

人に合った支援のあ り方を明 らかに して いきたい。一 第6学 年B分 科会一 一
置 研 究 主 題設 定 の 理 由

21世 紀を目指 し,社 会の変化に主体的に対応で きる心豊かな人間の育成を図ることをね ら

いと している新教育課程が今年度よ り実施 された。生涯学習社会移行期 にある今,そ の基礎

を培 うとい う視点 か ら,「 自ら進んで考え,判 断 し,自 信を もって表現 したり行動 したりで

きる創造的な資質や能力の育成」が,学 校教育の場に強 く求め られている。

6年 児童の歴史学習にっいての実態を調査 してみると,多 くの児童 は興味 ・関心を示 し,

楽 しいと感 じている反面,資 料か ら得た知識で満足 している傾向が強 い。そ して学習活動 に

おいて も,活 動その ものを楽 しいと感 じて いるが,自 分の考えを深めるまでに至 っていない。

そこで,新 しい学 力観 に求め られている 「思考力を育成する」 という観点か ら,本 分科会

では,授 業の中で一人一人の児童の興味 ・関心を大切に し,個 の学習を成立 させ,「 歴史的

事象について 自ら考え る力」を育成 してい くことを目指 し,上 記研究主題を設定 した。
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11研 究 のね らい

一人一人の児童が
,歴 史的事象について 自ら考える力を身につけるための指導の在 り方を,

教材構成の工夫を通して明らかにする。

lll研 究 の 仮 説

児童の興味 ・関心や思考傾向に即 した教材を選択し,個 の学習を成立させる学習活動と関

連 させなが ら,指 導計画 に位置付 けることにより,児 童 は,歴 史的事象について自ら考える

力を身にっけることができる。

1V研 究 の内容 と方法 ～6年 「徳川家光と江戸幕府」の実践事例を通 して～

児童にその時代の特色を理解 させ,自 ら考え る力を身にっ けさせるためには,児 童の興味

・関心 に根 ざし,意 欲的に学習に取 り組みたいとい う願 いに応 じた学習を成立 させ ることが

大切である。本分科会では,児 童の興味 ・関心や今までの学習で見 られた思考の傾向を踏 ま

えて教材を選択 し,児 童の思考の流れを考慮 して学習過程に位置づけるとともに,思 考の深

まりや広が りを促す学習活動を組み入れ ることを 「教材構成」 ととらえた。

考える力を身にっけさせるための教材構成の在 り方

'犠廉畢礪 ら疑舘新 雛 縫薯慧塁離 牌 隻鵠謹転
こ

とができるもの ↓

一
・目 標 や 内 容 の 分 析 と そ の 構 造 化 期

累 彩 携1遅 貿 騎 傾向儲 方法との関連をつかむ)待
・児童の実態調査の成果を生かす す

・歴史的事象にっいて考えるカを引き出せるもの
・教 材 イヒ
・生い立ちや業績などで児童の興味、関心を引きつける人物
・追究していく中で、生き方や考え方に共感し、時代に対する

・資料や情報が豊富で、追究しやすい人物や文化遣産

る

y

●書轟窺 殻
あ難

もの

「歴 史 的 事 象 に つ
い て 自 ら 考 え る
力 」 の 具 体 像

・前の時代と比較し相違をつかむ
・歴史事象の意味にっいて輿$lc,

児 ・相互の歴史的事象を関連づけて

童

の
・児童の考える力を身にっけさせる場の設定

[生 か す]一 授 業 実 践 変

・指導、援助等の教師の役割を明確にする 容
・分析→ 「考える力を身にっけさせる」という観点からの検討

や

応

標
の

艇
刈

目
も

の

の
る

へ

年
い

旋
廿
学
て

内

6
し

・
第
即

価
係
が
に

口
口
材
容

素
内

児童の解決の可能性 ↑ 具体的な事実や事象
・児童が解決可能な同題を含ん

だもの

i藷轟 の專酬

・人物の願いや苦労に共感する
・人物の果たした役割をっかむ
・同時代に生きた様々な人々の思

'殿 的慧 のもつ鰍 をその時

・自分な りにそ の時代 の特 色を と

らえ、感想や意見 をもっ

・事実や事象 を通 して、そ の意 味
を具体的 に とらえ られ るもの

て
て

い
育

つ
を

十
〃
に
力

h
い

象

る

の

た

事
え
も

て

的
考
る

吉

同
史
ら
れ

歴
自
ら一

一20一



1.児 童の側に立つ教材の選択

一人一人の児童が,歴 史的事象につ いて 自ら考える力を身 につ けるための指導の工夫 とし

て,本 実践では,考 える対象 となる教材を児童の興味 ・関心や学習場面で見 られる思考の傾

向に即 して選択することか ら行 った。実態調査は,質 問紙法 に加え,授 業記録や個 々の作品

分析を通 して児童が身につけている 「考える力」を具体的 に教師がつかめるよ うに配慮 した。

教材 はsこ れまで教師の意図 により選択 され,指 導計画に位置付け られ ることが多か ったが,

多様な個性や個人差のある児童にとって,実 態に対応で きない教材 も少な くなか った。そ こ

で,教 材の選択にあた り,児 童の実態を①～⑨ と明 らかに した上で,教 師側が身につけさせ

たいと考え る力(1}～(9}との関連を明確 にで きるよ うなマ トリックスを下図のよ うに作成 した。
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参勤 交代
武家 諸法度
家光 の生い立ち
大名 の改易
大名 配置
幕府 の しくみ

キ リス ト教禁止
踏 絵
出 島 とオ ランダ貿易
島原 の乱
鎖国 令

年貢 の取 り立て ●● ● ● 4 ☆ 4 0 O 0 O 年貢 の取 り立て
五公 五民 ●● ● ● 4 3 O 0 0 五公 五民
慶安 御蝕書 ● ●● ●● 5 ★ 2 0 0 慶安 御触書
農 民 ・町 人 の く ち し ●● ● ● 4 ☆ 4 0 0 0 0 農 民 ・町 人 の く ら し

五人組 ● ● ●● 4 2 0 0 五人 組
士農工商 ● ●● ●● 5 ★ ★ 6 0 0 O 0 0 0 士農 工商
身分差別 ● ● ●● 4 1 0 身分 差別

2.児 童の興味 ・関心に基づいた選択を可能 にする複数の教材の提示

本実践では,上 記のマ トリックスか ら,大 名行列 ・大名配置 ・踏絵 ・出島 ・慶安御触書 ・

士農工商の6っ の教材を選択 し,導 入資料 として提示 した。 これ らの教材は,幕 藩体制確立

のために,家 光が行 った政策 にかかわる資料であ り,ど の教材 を窓口に して も他 との関連を

考えることで,武 士の世が安定 したという概念を とらえることにっながると考えた。そ こで,

児童の多様な興味 ・関心を生か し,さ らに多面的 ・多角的な思考を引き出すために,複 数の

教材を提示 し,児 童が自ら教材を選択 しなが ら追究で きるよ うに指導計画に位置づけた。
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3.児 童の思考の流れを大切に した弾力的な指導計画の作成

児童が 自ら選択 した教材 と意欲的にかかわ り,そ の教材が もっている意味を追究する中で,

歴史的事象につ いて 自ら考える力を身につけるたあには,一 人一人の児童の思考の流れを大

切に した弾力的な指導計画を作成す ることが必要であると考えた。

本実践では,教 材の構造が ・大名統制 ・鎖国 ・身分制度 とい う徳川家光の政策を並列的に

扱 った ものであることと,教 材 によって児童の興味 ・関心の差が大きいという実態を考慮 し,

次のペー ジに示す ような複線型の学習過程 を編成 した。個々の課題を追究す る際には,教 師

側が作成 した補助資料を,児 童がいっで も必要 に応 じて活用で きるように教室に置き,学 習

環境を整え るように配慮 した。また,自 分で見付 けて きた資料を使えるように励 ました。学

習形態 にっいては,個 人で追究 した り,同 じ課題を もった グループで追究 した りで きるよう

に配慮 した。

学習過程では 「つかむ 一 調べ る 一 まとめ る」を基本的な分節 としなが ら,調 べ る段階

に重点を置 き,「 歴史発見カー ド」にどの資料を使 ってどのようなことを調べたかを記入す

るようにさせた。教師は,児 童の学習の様子や使 った資料 ・思考の様子を見取 り,ね らいに

即 して児童の思考をさらに深あ られ るよ うに援助 した。

4.考 える力 を高める情報交換活動

児童が 自分の考えを深める活動 として,情 報交換の場を設定 した。 ここでは,自 分の調べ

たことを説明 したり,友 達 に質問 した りして,さ らに調べたいことを明 らかにす ることをね

らいとし,児 童が相互に学び合 う場が必要であると考えた。

本実践では,導 入資料とそれにっいて調べた 「歴史発見 カー ド」を一覧できるように掲示

した。児童 は,す べてのカー ドを読みなが ら,自 分が調べた ことの関連を考え,質 問や気付

いたことを 「ア ドバイスカー ド」に書 き,友 達のカー ドに貼 った。そ して貼 られた 「ア ドバ

イスカー ド」か ら,さ らに調べたいことが見付かるように情報交換を した。

一見関連のなさそうな複数資料か ら調べてい くうちに,い くっかの基本要素 にしぼ られ,

さらに,こ の情報交換の場で自分の調べたことと友達の調べたこととの意外な関連性を発見

した。 また,友 達か ら質問を受けることにより自分がさらに調べたい事 もはっきりして きた

のである。 この時教師は,児 童相互の関連を示唆 し,新 しい課題に気付かせることがで きる

ように一人一人の児童を見取 り,援 助 した。

従来の学習活動に加え,こ のよ うな活動の場を設定す ることで,児 童の考える力を高めて

いくことがで きると考えた。
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5.本 実践における指導の実際と児童の反応
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@主 題とのかかわり ○反応

◎児童の興味 ・隠C4こ基づい

た選択を可能にする複数の

教材を提示することにより

児童の意欲的な学習を促す

とともに、多面的、多角的

な思考を引き出す動機付け

を行った.

Oな ぜこんなにたくさんの人

が行列 しているのだろう.

○なぜ日本なのに外国の旗が

立 っているのだろ う.

○なぜ身分の差がはっきりし

ているのだろう.

◎児童の思考の流れを見取 り

追究に必要な資料 を準備 し

たり、謀題意識 を高めるよ

うな援助をした りした.

○外国の旗はオランダが長崎

の出島て賓 易を許 されたか

ら立うている.

◎個々の児童が追究 して きた

ことを情報交換することに

よって.歴 史的事象を閲連

づけて考z.さ らに中心概

念 に迫るような課題意識を

もつことができるようにし

た.

O全 部見ていくと徳川家光が

考 えたことばかり、なぜ家

光はこんなことばか りす る

のか.

◎これまで調べてきたことの

関連を徳川家光の政策 とい

う視点かち話し合わせ、幕

藩体制の確立について多角

的 、多面的な思考ができる

ように した.ま た身分制度

については差別の様子を知

り、その不合理 さについて

共感的に理解できるように

した.

Oい ろいろな制度を作ったの

は江戸幕府を長く何年 も続

かせ るためなんだ.

○自由平等という教えを広め

るキリス ト教は、国を統一

す る幕府にとって じゃまだ

ったので禁止したのか.

◎学習を通 して理解 したこと

から、児童が生き方に関わ

るようを感想が もてるよう

にした.

○この時代は一部の人は平和

だ ったかもしれないけど、

全部は違 うと思う.本 当の

平和は身分の差がなくなる

ことだと思 う.



6.本 実践における観察対象児の思考の流れ
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B児(踏 絵の模型を見て)

なぜマリァ キリス ト教
像を使った を禁止する
のか。 ⇒ ために踏絵

が使われた.
y

C児(士 農工商のグラフを見て)

第4時 第6時
自分の課題 と友達の謀題の関連 調べる
に気づき、新たな課題 をもつ
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徳川家光が将軍
の力を強め、武
士中心の世界を ⇒
作り出すために
制度を作った。

将軍に権力を集め

町人や農民は不満
があったのではな
いか。家光は自分
が踏み台にしてい
る人 の々苦労を知
っていたのかe身

分の差は許せない

Vl研 究の ま とめ と今後 の課題

1.新 しい単元 に入 る前に,前 単元までに見 られた児童の思考の傾向をっかみ,教 師が身 につ

けさせたい 「考え る力」との関連において,教 材を選んだ結果,児 童は興味 ・関心を もって

それぞれの教材を意欲的に追究する糸口を見付 けることができた。

2.児 童一人一人が課題解決のために調べる段階では,児 童の思考の流れを大切に した指導計

画を作成することによって,意 欲的に追究 し,複 数の教材相互の関連 に気付きなが ら,中 心

概念にせ まることがで きた。

3.情 報交換の場 においては,友 達の作品を資料 としたり,解 決の糸口となるア ドバイスを も

らった りす る活動を取 り入れることにより,調 べた ことを発表 し合 うだけでな く,自 分 と友

達の課題を関連付けた り,さ らに自分の考えを深めたりす ることができた。

4.一 ・人一人の児童が,歴 史的事象にっいて 自ら考え る力を身 にっけるための指導の工夫につ

いて,教 材構成の在 り方を中心に研究を進めて きた。本研究では,教 材構成の中で考える力

を高める場 として情報交換の場を設定 した。今後,情 報交換の場だけでな く,選 択 した教材

の良さを生かしながら児童の思考力を高めるたあに有効な学習活動を模索 し,指 導計画の中

にどう組み入れてい くかtそ の手だてを明 らかに していきたい。
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